
             

  

 

ご み 収 集 量 合 計   14,928ｔ 
内 訳 

燃えるごみ 13,278ｔ 資源化量（1,232t） 

燃えないごみ 92ｔ 新聞 89ｔ 

粗大ごみ 375ｔ 雑誌 73ｔ 

資源 1,183ｔ 段ボール 36ｔ 

≪市民 1人が 1日に出すごみの量≫ 
 

平成 30年度実績値 

 ７９３．８ｇ／人・日 
             （人口 51,707人） 

 

 

令和元年度実績値 

７９５．３ｇ／人・日 
             （人口 51,428人） 

対前年比 １．５ｇの増加 
（収集量：対前年比 54ｔ削減） 

牛乳パック 2ｔ 

鉄 21ｔ 

アルミ 13ｔ 

その他の金属 362ｔ 

乾電池 10ｔ 

びん類 206ｔ 

ペットボトル 59ｔ 

プラスチック製容器包装 283ｔ 

衣類等 63ｔ 

小型家電 6ｔ 

廃食油 5ｔ 

蛍光灯類 4ｔ 

 

ごみ処理費用 収入 

総額 ６億１,０00万円 ５,500万円 
内 訳 内 訳 

収集運搬費 1億 3,９00万円 ごみ処理手数料 4,460万円 

美化センター中間処理費 2億 8,７00万円 資源売却料 700万円 

最終処分場最終処分費 4,500万円 再商品化拠出金等 300万円 

資源化処理委託費 3,100万円 その他収入 40万円 

施設改良費 1億  800万円  

ごみ 1ｔあたりの処理費用：40,911円 市民 1人あたりの処理費用：11,875円 

 
 

 

ごみの種類組成結果(重量比) 

ごみ質分析は、法令で義務付けられてい

るためだけでなく、焼却施設の管理、ごみ

処理計画、ごみ減量計画、リサイクル・資

源化のためのデータ収集など、さまざまな

目的のために実施されます。 

右図のとおり、排出されたごみの全

体の９割以上は『可燃ごみ』です。 

また、紙・布類だけで全体の３割以

上を占めています。引き続き、再資源

化の可能な古紙・衣類等の分別の徹底

をお願いします。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 屋外焼却は一部の例外を除き原則禁止されています。 

年間を通じて煙や臭いなど屋外焼却に関する苦情が非常に多く寄せられています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

◇ ごみステーションの管理などは、各区で責任をもってお願いします。 

◇ 資源ごみ回収に使用する備品（各コンテナ、品目札等）が破損したり、不足しているときは 

在庫の状況にもよりますがお渡しすることができますので生活環境課にお問い合わせください。 

 

➀ 決められた日に 

② 決められた場所に 

③ 決められたものを 

地区別家庭ごみの収集日一覧（ごみの出し方便利帳）を確認し、 

当日の 午前 8時まで に出してください。 

 

ごみの量や時期によって収集時間は変わります。時間を必ず守ってください。 

各区が定める ごみステーション 

（収集場所）へ出してください。 

 

ステーションは各区で管理しています。誤って違う地区へ出さないでください。 

種類ごとに分別して 出してください。 

 

指定袋には必ず区名・氏名を記入してください。 

 

 

   

紙・布類

33.5％

厨芥類
（生ごみ等）31.7％

合成樹脂
（プラ・ゴム類）17.6％

木・竹類
10.8％

不燃雑芥類
（金属類）0.8％

不燃雑芥類
（金属類以外）0.1％

その他
5.5％


